
那覇市立教育研究所 平成２２年１１月１６日

那覇市金城３－５－３

所報第７号 所 長 池 間 生 子

１０／ １（金） 「入所・オリエンテーション」 １０月２６日（火） 金城中学校 校内研究会 （金城小 小禄小 さつき小 参加）

１０／ ４（月） 「 入 所 式 」 １年２組 「比例と反比例」 指導者 座安美奈子
１０／ ５（火） 「 研 修 １ 」研究の進め方Ⅰ

１０／ ７（木） 「 研 修 ２ 」所長講話 教育研究について

１０／２２（金） 「テーマ検討会」テーマ設定の理由の明確化

１０／２８（木） 「項立て検討会」研究の柱となる流れの検討

１１／１１（木） 「 研 修 ３ 」研究の進め方Ⅱ

１１／１６（火） 「中間検討会Ⅰ」理論の明確化

１１／２４（水） 「 講 座 （校長会）」発達と非行

１１／２８（日） 「所 内 講 座 」記憶と学習

１１／２８（日） 「 講 座 （養護研）」思春期の発達と健康教育
比例の変化の特徴を整理しました。 ワークショップ型の授業研究会

１２／ ９（木） 「所 内 講 座」表計算ソフト エクセル講座 １０月１９日（火）に数学チームの先生方と研究所において学習会をしました。

指導計画の検討，本時の導入場面での手立てや子ども自身が考え，課題を解決して

１2月 ～ １月 「 検 証 授 業 」研究授業 いくことができるような具体的な指導方法について教材研究を深めました。

１／３１（月） 「中間検討会Ⅱ」実践の成果と課題の明確化

平成２２年度 全国教育研究所連盟 教育課題研究協議会 岩手大会
２／１７（木） 「 原 稿 検 討 会 」研究報告書の原稿確認

１１月４日（木）５日（金）にかけて，上記の研究大

３／ ３（木） 「所 内 講 座」プレゼンテーション講座 会に参加して参りました。多くの情報交換ができ，資料

３／２８（月） 「成 果 報 告 会」 なども持ち帰ることができました。

３／２８（月） 「 修 了 式 」 東京都教職員研修センターの事業においては，「東京

３／３１（木） 「 研 究 修 了 」 教師道場」という指導的役割を担うことができる先輩教

現在計画中の内容です。その他 講座・研修については，調整中。
員の育成を目指した２年間の研修事業が紹介されており

ました。

１０／２８（木）
詳しくは「東京教師道場」のサイトをご覧下さい。

どの都道府県も教師の指導力向上，人材育成に力を入

「項立て検討会」 れており，那覇市立教育研究所と致しましても，より一 岩手県の紅葉

層の質の高い事業を計画していきたいと考えています。 （宮里 晋）
小算 長遠順二 中英 新垣真寿美

◇◇◇インストラクター派遣事業（後期）のお知らせ◇◇◇

申込〆切が１２月３日（金）までとなっていますので、期限内の申込みを
幼 下地恵美理 小道 比嘉君代 所長 指導主事

お願いします。（HP更新、Excelの基本操作、情報モラルの指導等）
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一
時
間
の
流
れ
の
中
で
ま
と
め
の
時
間
が
確
保
が
で
き

ず
、
「
続
き
は
明
日
ね
。
」
「
今
日
は
～
の
こ
と
で
し
た
。
わ

か
り
ま
し
た
か
。
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

授
業
の
ス
タ
ー
ト
で
は
、
目
標
の
確
認
を
意
識
し
て
行
っ

た
は
ず
な
の
に
、
そ
の
ま
と
め
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

「
時
間
内
で
終
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
」
「
思
っ
て
い
た
よ
り

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
」
と
い
ろ
い
ろ
理
由
は
あ
る
が
、

教
師
が
教
え
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
時
間
の
「
目
標
」
と
「
ま
と
め
」
は
セ
ッ
ト
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
「
目
標
」
が
達
成
で
き
た
時
、
「
何
が

わ
か
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
か
」
「
何
が
で
き
て
い
れ
ば
い
い

の
か
」
等
、
児
童
生
徒
の
様
子
が
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
を
確
認
す
る
の
が
ま
と
め

の
時
間
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
教
師
に
と
っ
て
、
一
人
一
人
が
ど
の
よ
う

な
学
習
を
し
た
の
か
と
い
う
授
業
評
価
に
も
つ
な
が
る
。
ま

と
め
を
書
か
せ
よ
う
と
し
て
も
書
け
な
い
の
は
、
書
く
力
が

育
っ
て
い
な
い
の
か
。
ま
と
め
が
書
け
る
よ
う
な
授
業
内
容

で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
何
を

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
る
大
切
な
資
料
と
な
る
。

ま
た
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
ま
と
め
を
行
う
こ
と
は
、

本
時
の
学
習
で
得
ら
れ
た
成
果
や
不
十
分
な
点
を
目
標
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
自
分
で
自
分
の
わ
か
り
方
や
学
び
を
振
り
返

る
大
事
な
場
面
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
次
時
の
学

習
内
容
へ
つ
な
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

授
業
の
終
盤
に
ま
と
め
の
時
間
を
確
保
し
、
一
時
間
一
時

間
の
積
み
重
ね
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒

の
学
ぶ
力
を
育
ん
で
い
く
上
で
、
教
師
の
大
切
な
仕
事
の
一

つ
だ
と
思
う
。

授
業
の
「
目
標
」
と

「
ま
と
め
」
は
セ
ッ
ト
で
！


